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■	

総
務
建
設
産
業
委
員
会	

■

問□　
新
規
就
農
総
合
支
援
事
業

の
内
容
は
。

答□　
イ
チ
ゴ
や
ト
マ
ト
な
ど
の

生
産
に
、
新
た
に
携
わ
っ

た
町
内
の
2
名
の
方
に
農

業
経
営
が
軌
道
に
乗
る
ま

で
の
間
、
給
付
金
の
交
付

を
行
う
国
の
事
業
。

□

問□　
土
地
開
発
公
社
の
今
後
の

あ
り
方
は
。

答□　
現
在
保
有
土
地
の
簿
価
総

額
を
縮
減
す
る
た
め
、
29

年
度
末
の
保
有
比
率
を
10

㌫
下
げ
、
そ
の
後
5
カ
年

か
け
事
業
用
地
の
解
消
に

努
め
て
い
き
、
公
社
を
解

散
す
る
よ
う
計
画
し
て
い

く
。

問□　
産
地
づ
く
り
事
業
補
助
金

の
目
的
は
。

答□　
新
た
な
品
目
に
よ
る
特
産

品
づ
く
り
に
向
け
て
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
の
苗
木
に
補

助
す
る
も
の
で
、
将
来
的

に
は
西
美
濃
夢
源
回
廊
と

の
関
連
も
あ
る
の
で
、
大

津
谷
公
園
と
一
体
化
す
る

な
ど
し
て
町
の
観
光
開
発

に
結
び
付
け
た
い
。

問□　
町
営
住
宅
の
管
理
状
況
は
。

答□　
退
去
さ
れ
た
場
合
は
取
り

壊
し
て
い
き
、
将
来
的
に

は
集
中
管
理
し
て
い
き
た

い
。
規
定
に
従
い
入
居
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、

規
定
を
順
守
し
て
い
た
だ

く
よ
う
徹
底
し
、
滞
納
者

に
対
し
て
は
毅
然
と
し
た

態
度
で
臨
ん
で
い
く
。

問□　
町
水
道
施
設
の
年
間
有
収

水
量
確
保
へ
の
対
応
は
。

答□　
深
夜
使
用
水
量
が
最
小
と

な
る
時
間
帯
に
お
け
る
流

量
を
中
央
監
視
盤
で
確
認

し
、
一
定
以
上
の
水
量
が

流
れ
て
い
る
場
合
は
漏
水

が
疑
わ
れ
る
の
で
、
デ
ー

タ
を
監
視
し
て
判
断
し
て

対
処
し
て
い
く
。

問□　
農
業
集
落
排
水
事
業
の
接

続
率
が
低
い
地
区
が
あ
る

が
、
そ
の
理
由
は
。

答□　
主
に
高
齢
者
世
帯
が
他
の

地
区
よ
り
多
い
こ
と
に
よ

り
、
将
来
的
な
こ
と
を
考

慮
し
て
接
続
し
て
い
た
だ

け
な
い
と
考
え
る
。

問□　
池
田
温
泉
施
設
浴
槽
清
掃

委
託
料
の
内
訳
は
。

答□　
毎
日
の
営
業
前
や
夜
間
、

更
に
は
定
休
日
に
浴
槽
、

サ
ウ
ナ
、
ロ
ビ
ー
、
ト
イ

レ
、
脱
衣
場
な
ど
の
清
掃

や
床
の
ワ
ッ
ク
ス
が
け
を

含
ん
だ
も
の
で
、
今
後
と

も
全
体
的
に
見
直
し
を
す

る
な
か
、
節
約
に
努
め
て

い
く
。

問□　
野
生
生
物
保
護
管
理
事
業

補
助
金
の
内
容
は
。

答□　
シ
カ
の
増
加
率
が
高
い
の

で
、
県
の
許
可
の
も
と
、

従
事
者
に
報
奨
金
を
出
し

て
駆
除
す
る
も
の
。

問□　
徳
谷
の
土
砂
堆
積
箇
所

（
小
寺
・
山
洞
地
内
）
へ

の
対
応
は
。

答□　
現
場
は
土
砂
が
堆
積
し
や

す
い
形
状
で
あ
り
、
土
砂

の
除
去
に
つ
い
て
は
関
係

機
関
へ
依
頼
し
て
い
る
。

問□　
ふ
る
さ
と
支
援
ま
ち
づ
く

り
寄
付
金
の
内
容
は
。

答□　
寄
付
金
制
度
は
平
成
20
年

度
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
、

今
回
は
寄
付
者
の
希
望
も

あ
る
の
で
養
老
鉄
道
の
活

性
化
等
に
充
当
す
る
。

質疑　　
あれこれ
9 月議会に上程された議案の中から
主な質疑を要約してお知らせします。

流量を中央監視盤で確認（水道課）


